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現状課題
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■背景

昨今、日本の製造業ではねつ造等の品質不正により、

製品への信頼が揺らいでいる。

一方、ものづくりの現場には

品質・技術力を裏打ちする

良質な情報が存在するものの、

それらをデータ化し強みとして

企業間で活用できているのは

僅かである。
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目指す姿
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■解決する手段

CIOF技術を活用し、データの信頼性を高め、企業間での

データ流通を促進させる。

■ねらい

日本のものづくり現場の良質な

データを活かし、顧客の新たな

ニーズに対応したサービス提供

型ビジネスモデル確立する。

また、高品質を強みとし製造業

の高付加価値化を促進する。
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目指す姿
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■ビジネスユースケース①・・・納入先の品質管理担当者

各社より納入された部品を組付け、完成品検査した結果、

異常が検出された。どの部品が原因かを構成部品ごとにシリ

アル番号に基づきシステムで検索した結果、個々の部品は

公差範囲内であったこと

が即座に分かり、社内の

組付け状態を確認する

ことにした。
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目指す姿
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■ビジネスユースケース②・・・出荷元の製造責任者

客先から納入した製品の精度に関する問い合わせがあり、

問合せのあったシリアル番号に基づき調査した結果、加工

データ及び検査データ

共に問題がないことが

即座に回答できた。
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実証実験シナリオ
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■対象とする工場

＜阪部工業株式会社 本社工場＞

■対象とする製品の特徴

鋳造による、自動車関係、建築金物、建設
機械部品のような大きな製品をフレキシブル
な生産体制

■現状の品質管理
シリアルNo.XXXの
検査情報をください

無数にある
過去の検査結果
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システムの構成
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インターネット
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阪部工業

ジェイテクト
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実証実験の結果
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ワーク

加工機

操作盤

機内検査結果を
人手で転記

①
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書
き
作
業

削
減
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シ
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デ
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査
デ
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自
動
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集

サーバー

TOYOPUC-
AAA

アナログ測定後
紙に記録
事務員がエクセルへ
入力

アナログゲージ

印字面
打刻面

打刻機

デジタル測定器により
データベースに直接記録

デジタルゲージ(ヘッド)

【Befoe】 【After】 運用中
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実証実験の結果
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特定関連データ(加工・検査結果)

納品先からの
品質問い合わせ

【Before】 【After】

シリアルNo.XXXの
検査情報をください

担当者

無数にある
過去の検査結果

客先

阪部工業
管理者

阪部工業で見える検査項目

客先で見える検査項目

全検査結果の
分析可能

客先問合せ不要
契約により
データ受信

④
問
合
せ
対
応
工
数
削
減
＋α

運用中
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成果と今後の課題（CIOF型）
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成果：
•従来手作業で行っていた品質管理を、自動でデータ収集～データ
保管～データ検索システムを構築できた。

•汎用化することで、工程変更やトレサビデータの増加減に容易に
対応できるシステムを構築できた。

•安心して企業間でデータの流通が行えるようになった。

今後の課題：
今回構築したシステムは、データの検索を主な目的としているが、「品質
は工程で造りこむ」を実現するため、実際の現場では品質傾向の確認
や補正等の設備へのフィードバックは人に頼っている。
労働人口が減少している現在、これら人のノウハウを形式知化すること
も重要であるが、単独で行うには様々な課題がある。
そこで、より人や企業の成長を促進させるためには、
多くの企業間でデータが流通する文化を築きあげる
ことが必須である。


